
 

本康歯科ニュース 
 「世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！！ 

アルツハイマー病 かみ合わせが原因？ 岡山大グループ読売新聞 ２０１１年９月１６日 記事 

歯のかみ合わせが悪いと、アルツハイマー病の原因とされる物質が脳内で大量に増えることを、森田学・

岡山大教授らのグループがラットを使った実験で確認し、発表した。この物質は、かみ合わせを良くすると

減るとみられ、「人間も歯の治療によってアルツハイマー病が改善する可能性がある」としている。アルツ

ハイマー病は、たんぱく質の塊「アミロイド β 」が脳内に異常に蓄積することで発症するとされる。歯が少な

かったり、かみ合わせが悪かったりするとアルツハイマー病にかかりやすくなるという疫学調査結果がある

ことに着目。奥歯を削ってかみ合わせをおかしくしたラットと正常なラットをそれぞれ６匹ずつ８週間飼育

し、その後に脳の海馬という部分を取り出してアミロイド β の蓄積量を調べた。その結果、かみ合わせ異

常のラットは正常なラットに比べてアミロイド β の量が２-２・５倍多く、最大で７倍に達したものもあった。か

み合わせ異常の状態で４週間飼育し、その後の４週間は歯にかぶせものをして改善したラットでは、アミロ

イド β の量は正常な場合とほとんど変わらなかった。 

 

 

１ 

やはり、お口は健康の源。今年も一緒に歯を大切にしていきましょう。 

あけましておめでとうございます 

今年も皆様が歯(は)っぴーな一年でありますように!!! 昨年の新聞より健口に関するお話をひとつ 


